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「
川
越
市
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
や

水
害
時
の
危
険
箇
所
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
、
自
宅
周
辺
の
浸
水
箇
所

や
避
難
経
路
、
指
定
避
難
所
の
場
所
を
、

家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
想
定
浸
水
深
が
３
ｍ
以
上
の
浸

水
想
定
区
域
や
家
屋
倒
壊
等
は
ん
濫
想
定

区
域
は
、
早
期
の
立
ち
退
き
避
難
が
必
要

な
区
域
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
5
月
か
ら
県
管
理
河
川
の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
小
江

戸
川
越
マ
ッ
プ
を
確
認
す
る
か
河
川
課

L
2
2
4
‐
6
0
4
1
O
2
2
4
‐

8
8
0
4
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
避
難
指
示
等
の
避
難
情
報
や

避
難
所
開
設
情
報
を
、
防
災
行
政
無
線
の

ほ
か
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

川
越
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、小
江
戸
Ｆ
Ｍ（
ラ

ジ
オ
川
越
８
８・７
Ｍ
Ｈ
ｚ
）な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
正
確
な
情
報
を
入
手
し
、
適
切
な
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
場
所
と
し

て
、
次
の
場
所
を
確
保
し
ま
し
た
。
水
害

時
に
お
け
る
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
川
越
西
文
化
会
館（
メ
ル
ト
）

●
川
越
南
文
化
会
館（
ジ
ョ
イ
フ
ル
）

●
川
越
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
城
北
埼
玉
学
園

＊
開
設
し
た
際
は
、
指
定
避
難
所
の
開
設

情
報
と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

避
難
情
報
等
の
入
手
方
法

水
害
時
の
一
時
避
難
場
所

家の対策は風雨が強くなる前に！
大雨が降る前、風が強くなる前に下記の点を確認しましょう。
●窓や雨戸はしっかり鍵を掛け、必要に応じて補強する
●側溝や排水溝は泥やごみを取り除くなど、水はけを良くしておく
●風でとばされそうな物は固定したり、家の中へ入れる

台
風
や
豪
雨
は
こ
こ
数
年
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま

し
た
。
被
害
の
未
然
防
止
や
軽
減
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
行
う
と

と
も
に
気
象
情
報
や
市
か
ら
の
避
難
情
報
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
危
機
管
理
室

L
2
2
4
‐
5
5
5
4

O
2
2
5
‐
2
8
9
5

台
風
や
豪
雨
に
備
え
て

http://www2.wagmap.jp/kawagoe/G0303A
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普段から
どう行動するか

決めておき
ましょう

安全なホテル・旅館
への立ち退き避難

市が開設した避難所
への立ち退き避難

安全な親戚・知人宅
への立ち退き避難

屋内安全確保

自ら携行するもの
○マスク
○消毒液
○体温計
○スリッパ　等

普段から災害時に
避難することを
相談しておきましょう

通常の宿泊料が必要
です。事前に予約・
確認しましょう

ハザードマップなどで以下
の「3つの条件」を確認し
自宅にいても大丈夫かを確
かめることが必要です

＊ハザードマップで安全か
どうか確認しましょう。

＊ハザードマップで安全か
どうか確認しましょう。

＊土砂災害の危険がある区域で
は立ち退き避難が原則です。

市が開設した避難所に行くことだけが避
難ではありません。

「避難」とは「難」を「避」けること。
下の4つの行動があります。

「避難」って
なにをすれば
いいの？

＊浸水想定区域外では、原則避難の必要はありませんが、周りと比べて低い場所に住んでいる方は、市からの避難情報を参考に、
必要に応じて避難してください。

「3つの条件」がクリアできれば浸水の危険があっても自宅に留まり安全を確保することも可能です
①家屋倒壊等はん濫想定区域に入っていない、②浸水深より居室は高い、③水が引くまで我慢でき、水・食糧などの備えが十分
＊家屋倒壊等はん濫想定区域…堤防が決壊した際に家屋を倒壊させるような激しい流れが発生するおそれがある区域

警戒レベル 避難情報等 とるべき行動
5 緊急安全確保 命の危険　直ちに安全確保 !
～～～～＜警戒レベル4までに必ず避難！＞～～～～
4 避難指示 危険な場所から全員避難
3 高齢者等避難 危険な場所から高齢者等は避難
2 大雨・洪水注意報 自らの避難行動を確認
1 早期注意情報 災害への心構えを高める

　市では、警戒レベルと併せて避難情報を発令します。
　避難に時間のかかる高齢者や障害のある方は、警戒レ
ベル３で危険な場所から避難しましょう。また、警戒レ
ベル4で危険な場所から全員避難しましょう。なお、警
戒レベル５は、すでに安全な避難ができず命が危険な状
況です。「緊急安全確保」の発令を待ってはいけません。

「避難指示」で必ず避難！

＊内閣府ホームページの避難情報に関するガイドラインの改定を基に作成。

＊警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。




